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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体において、
　記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有し
ており、
　上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２
Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており、
　上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、
上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ラ
ンド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったとき
にも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパ
ワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワ
ーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、
　上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調
前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン
生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の
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変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生
成用ビット列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うこ
とにより形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており
、
　上記所定の複数の位置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの
追記パタンが存在するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによっ
て識別されるビット値により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大き
いパワーのレーザ光を照射することにより記録されている光記録媒体。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項２】
　上記識別情報は、媒体毎の固有情報である請求項１記載の光記録媒体。
【請求項３】
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンは、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔであり、
　上記情報ビット列には、上記３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの追記パタンを生成するために、以下の１
２ビットのビット列のうち１つが含められている請求項１記載の光記録媒体。
　５４１，６４１，９４１，Ａ４１，Ｄ４１，Ｅ４１，Ｂ４１，Ｆ４１
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項４】
　上記３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの追記パタンを生成するための１２ビットの情報ビット列として、
下記（Ａ）群又は（Ｂ）群のうち１つが選択され、
　後段８ビットの“４１（１６進）”を１-７パリティ変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換した
後にピット－ランド－ピットとなるように、上記１２ビットの情報ビット列の２ビット目
までをピット又はランドに対応付けた際の最後の部分がピットであるかランドであるかを
判断し、その判断結果に応じて極性を反転するか極性を保持するかを判断し、
　極性を反転する場合には下記（Ａ）群、極性を保持する場合には下記（Ｂ）群から１２
ビットのビット列を選択する請求項３記載の光記録媒体。
　（Ａ）群：５４１，６４１，９４１，Ａ４１，Ｄ４１，Ｅ４１
　（Ｂ）群：Ｂ４１，Ｆ４１
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項５】
　上記１２ビットの情報ビット列を下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）のペアとしたと
きに、上記情報ビット列中の所定の位置に、下記ペアのうち一方のビット列を配置し、後
段８ビットの“４１（１６進）”を１-７パリティ変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換した後に
ピット－ランド－ピットとならない場合には、ペアのうちの他方のビット列を配置する請
求項３記載の光記録媒体。
　　　（Ａ）群　（Ｂ）群
（ａ）　９４１　　Ｂ４１
（ｂ）　Ａ４１　　Ｂ４１
（ｃ）　Ｄ４１　　Ｆ４１
（ｄ）　Ｅ４１　　Ｆ４１
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項６】
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンは、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔであり、
　上記情報ビット列には、上記４Ｔ-２Ｔ-２Ｔの追記パタンを生成するために、以下の１
２ビットのビット列のうち１つが含められている請求項１記載の光記録媒体。
　５６３，６６３，９６３，Ａ６３，Ｄ６３，Ｅ６３，Ｂ６３，Ｆ６３
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項７】
　上記４Ｔ-２Ｔ-２Ｔの追記パタンを生成するための１２ビットの情報ビット列として、
下記（Ａ）群又は（Ｂ）群のうち１つが選択され、
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　後段８ビットの“６３（１６進）”を１-７パリティ変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換した
後にピット－ランド－ピットとなるように、上記１２ビットの情報ビット列の２ビット目
までをピット又はランドに対応付けた際の最後の部分がピットであるかランドであるかを
判断し、その判断結果に応じて極性を反転するか極性を保持するかを判断し、
　極性を反転する場合には下記（Ａ）群、極性を保持する場合には下記（Ｂ）群から１２
ビットのビット列を選択する請求項６記載の光記録媒体。
　（Ａ）群：５６３，６６３，９６３，Ａ６３，Ｄ６３，Ｅ６３
　（Ｂ）群：Ｂ６３，Ｆ６３
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項８】
　上記１２ビットの情報ビット列を下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）のペアとしたと
きに、上記情報ビット列中の所定の位置に、下記ペアのうち一方のビット列を配置し、後
段８ビットの“６３（１６進）”を１-７パリティ変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換した後に
ピット－ランド－ピットとならない場合には、ペアのうちの他方のビット列を配置する請
求項６記載の光記録媒体。
　　　（Ａ）群　（Ｂ）群
（ａ）　９６３　Ｂ６３
（ｂ）　Ａ６３　Ｂ６３
（ｃ）　Ｄ６３　Ｆ６３
（ｄ）　Ｅ６３　Ｆ６３
　なお、これらは１６進数で表している。
【請求項９】
　上記追記領域は、変調を行う単位をブロックとしたときに、ブロック中の所定の位置に
配置されている請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１０】
　上記追記領域は、上記ブロック中の規定の制御情報を除いたときの最後尾に配置されて
いる請求項９記載の光記録媒体。
【請求項１１】
　上記ブロック中の上記追記領域以外の情報ビット列は、ランダムデータである請求項９
記載の光記録媒体。
【請求項１２】
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパ
ワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワ
ーのレーザ光を照射すると、溶融する請求項１記載の光記録媒体。
【請求項１３】
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、アルミニウム又は銀を
含む合金で形成されている請求項１２記載の光記録媒体。
【請求項１４】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体に対して、記録トラッ
ク中に当該光記録媒体の識別情報を記録するための管理方法であって、
　記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成される追記領域を設定
し、
　上記追記領域内に形成される上記追記パタンを、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２
Ｔであるピット－ランド－ピットの形状とし、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの
長さを、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上
とし、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列を、当該ピット－ラ
ンド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったとき
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にも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成し、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドを、再生のためのレーザパ
ワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワ
ーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料とし、
　上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調
前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン
生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設け、直前のビット列の変調
の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用
ビット列の前に設け、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより
形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とを含め、
　上記所定の複数の位置に設定されている追記領域に対して、上記ピット－ランド－ピッ
トの追記パタンが存在するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかに
よって識別されるビット値により表された識別情報を、再生のためのレーザパワーよりも
大きいパワーのレーザ光を照射することにより記録する再生専用媒体の識別情報管理方法
。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項１５】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体を製造する光記録媒体
製造装置において、
　記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有し
ており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２
Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピッ
ト追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符
号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット
列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタ
ンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されて
いる原盤から生成されたスタンパを用いて、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドが、再生のためのレーザパ
ワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワ
ーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記
領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビ
ット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビッ
ト列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響
を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット
列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形
成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、上記所定
の複数の位置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
が存在するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別され
るビット値により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーの
レーザ光を照射することにより記録されている光記録媒体を製造する光記録媒体製造装置
。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項１６】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体を製造する光記録媒体
製造方法において、
　記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有し
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ており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２
Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピッ
ト追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符
号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット
列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタ
ンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されて
いる原盤から生成されたスタンパを用いて、
　上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドが、再生のためのレーザパ
ワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワ
ーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記
領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビ
ット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビッ
ト列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響
を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット
列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形
成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、上記所定
の複数の位置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
が存在するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別され
るビット値により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーの
レーザ光を照射することにより記録されている光記録媒体を製造する光記録媒体製造方法
。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項１７】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体であって、記録トラッ
ク上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有しており、上記
追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであ
るピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピット追記パタン
の長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以
上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わ
ったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、上記ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパワーで照
射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレー
ザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対
して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列に
は、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、
各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に
与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に
設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成される
パタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められる再生専用の光記録媒体の
記録トラックに対して、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射
してデータの書き込みを行う記録手段と、
　上記追記領域に書き込む識別情報を発生する識別情報発生手段とを備え、
　上記記録手段は、上記光記録媒体を再生しながら上記追記領域の追記パタンを順次検出
し、追記パタンを検出すると、上記識別情報発生手段から発生された識別情報に応じて、
検出した当該追記パタンに対して再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ
光を照射し、当該追記パタンのランド部分の反射特性を変化させる識別情報記録装置。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
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【請求項１８】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体であって、記録トラッ
ク上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有しており、上記
追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであ
るピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピット追記パタン
の長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以
上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わ
ったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、上記ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパワーで照
射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレー
ザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対
して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列に
は、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、
各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に
与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に
設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成される
パタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められる再生専用の光記録媒体の
記録トラックから、記録情報を再生しながら上記追記領域の追記パタンを順次検出してゆ
き、
　追記パタンを検出すると、識別情報を発生し、
　発生した識別情報に応じて、検出した当該追記パタンに対して再生のためのレーザパワ
ーよりも大きいパワーのレーザ光を照射し、当該追記パタンのランド部分の反射特性を変
化させる識別情報記録方法。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項１９】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体であって、記録トラッ
ク上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有しており、上記
追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであ
るピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピット追記パタン
の長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以
上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わ
ったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、上記ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパワーで照
射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレー
ザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対
して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列に
は、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、
各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に
与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に
設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成される
パタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められる光記録媒体を再生する再
生手段を備え、
　上記再生手段は、上記光記録媒体の各追記領域に形成されている上記追記パタンを読み
出し、読み出した上記追記パタンが、ピット－ランド－ピットのパタンとなっているか、
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全てピットで構成されたパタンとなっているかを判断して、その追記領域のビット値を検
出し、上記光記録媒体の複数の位置の追記領域から検出されたビット値に基づき、上記光
記録媒体に書き込まれている識別情報を生成する光記録媒体再生装置。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【請求項２０】
　情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換するこ
とにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と
凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体であって、記録トラッ
ク上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有しており、上記
追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであ
るピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピット追記パタン
の長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以
上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わ
ったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、上記ピ
ット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザパワーで照
射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレー
ザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対
して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列に
は、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、
各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に
与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に
設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成される
パタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められる光記録媒体を再生し、
　上記光記録媒体の各追記領域に形成されている上記追記パタンを読み出し、
　読み出した上記追記パタンが、ピット－ランド－ピットのパタンとなっているか、全て
ピットで構成されたパタンとなっているかを判断して、その追記領域のビット値を検出し
、
　上記光記録媒体の複数の位置の追記領域から検出されたビット値に基づき、上記光記録
媒体に書き込まれている識別情報を生成する光記録媒体再生方法。
　なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固有の識別情報が書き込み可能な再生専用の光記録媒体並びに再生専用の光
記録媒体に対して例えば媒体固有の識別情報を書き込むための管理方法、特に、変調方式
として１－７パリティ保存変調が適用されている再生専用の光記録媒体に識別情報を記録
する方法に関する。さらに、この光記録媒体及び管理方法に関連した光記録媒体製造装置
及び方法、識別情報記録装置及び方法、並びに、光記録媒体再生装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音楽や映像などの著作物情報をデジタル化して記録することができる情報記録媒体とし
て、ＣＤやＤＶＤなどの再生専用の光記録媒体が広く知られている。音楽、映像などの著
作物情報を記録する再生専用録媒体では、著作物の内容に変質のないことが保証されてい
る必要がある。これは、通常、まず、一枚のマスタを作成し、一枚のマスタから次々と再
生専用媒体を複製していくことで保証される。
【０００３】
　特に、ＣＤやＤＶＤのような、基板の凹凸情報を著作物の情報に対応させて記録された
円盤状の再生専用光記録媒体の場合、一枚のマスタから、同じ情報が記録されている再生
専用媒体を一度に大量に複製することが可能である。したがって、円盤状の再生専用光記
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録媒体は、書き換え可能な記録媒体を代用して再生専用媒体とするような他の記録媒体、
例えばカセットテープやＶＨＳテープと比較して、複製時のマスタの劣化も少なく、また
、複製が格段に容易であり、複製にかかる時間や、コストの観点からも大変有利なものと
なっている。
【０００４】
　一方、媒体を管理するという観点から見た場合、このように全ての媒体に同じ情報しか
記録できないということは、媒体毎の区別ができなくなるため、必ずしも望ましいもので
はない。媒体の管理とは、もともとは品質管理などの媒体を製作する側において要求され
ることが多かったが、近年、上記のＣＤやＤＶＤに対する１．海賊版、２．不正コピーな
どが大きな問題となっており、媒体の海賊版や不正コピーに対する管理、さらには、その
内容である著作物に対する著作権の管理という側面からも重要性が増している。
【０００５】
　このような海賊版や不正コピーの管理をする上で問題になるのは、上述のような再生専
用記録媒体の特性ゆえに、不正な手段で作成した媒体と正規の媒体とを区別することがで
きない点である。
【０００６】
　このような問題を解決するための方法として、再生専用媒体に対して媒体毎の固有情報
を記録して管理を行う方法がある。媒体毎に異なる固有情報を記録すると、海賊版や不正
コピーをした媒体は固有情報が未記録となったり不正となったりするので、海賊版や不正
コピー等の対策として非常に有効となる可能性を秘めている。
【０００７】
　以上のような理由から、再生専用媒体毎に異なる固有情報を記録して出荷する必要が生
じ、そのための情報記録方式が必要となっている。
【０００８】
　再生専用媒体に固有な識別情報を記録する方法として、再生専用媒体の表面等にバーコ
ードを記載したり貼り付けたりする方法がよく知られている。しかし、バーコードの場合
は、偽造が容易である上、コンテンツ等が記録されている本来の情報記録部分とは分離し
て記録されている。このため、バーコード記録を行う方法よりも有効な記録方法が求めら
れている。
【０００９】
　ここで、コンテンツ等が記録されている実際の情報記録部分に、識別情報を追加記録す
る方法として、株式会社ソニーディスクテクノロジー社などで開発されたポストスクライ
ブドＩＤ（商標）を利用する方法が知られている（例えば、非特許文献１）。
【００１０】
　このソニーディスクテクノロジー社で開発された方法とは、記録層となる反射膜の材料
として追記光で溶融する材料を利用したＣＤ等の光記録媒体を、スタンパなどで一旦大量
生産する。続いて、記録トラックに形成されている凸凹の所定部分の凸部（ランド）に対
して、高出力のレーザ光を照射し、そのランドを凹部（ピット）化する、という方法であ
る。
【００１１】
　すなわち、ランドをピット化することができる領域を再生専用媒体上の複数の所定の部
分に設けておき、その媒体の固有情報に応じて、各部分をピット化するかランドの状態の
ままとするかを判断して、各部分にレーザ光を照射していくことにより、コンテンツ等が
記録されている実際の情報記録部分にその媒体固有の識別情報を追記することが可能とな
る。
【００１２】
　このような方法は、バーコードを用いる方法と比べて、その存在が目視ではわからない
ため偽造が容易ではなく、また、記録トラック上に表された情報であるので、特別な再生
系も必要ではない。したがって、従来のバーコードによる媒体固有な識別情報と比べて、
単なる品質管理のみならず、情報の管理などに対しても適した構造として期待できる。
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【００１３】
　もっとも、再生装置側で識別信号の記録位置がわからなければならないので、ランドを
ピット化する部分は媒体上のある決まった所定の部分でなければならず、さらに、ランド
をピット化したのちに変調ルールに従わないようなデータ列が形成されては、その記録媒
体の再生ができなくなる。
【００１４】
　ＣＤ、ＤＶＤで通常用いられるＥＦＭ変調方式又はＥＦＭ＋変調方式であるという条件
で、このようなことを解決した記録ルールが、特許文献１や特許文献２で提案されている
。
【００１５】
【特許文献１】特開２００３－１４１７４２号公報
【特許文献２】特開２００３－１５１１４５号公報
【非特許文献１】ポストスクライブドＩＤ、［平成１６年３月３１日検索］、インターネ
ット＜URL :http://www.postscribedid.com/index_j.html＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　近年、ＣＤやＤＶＤの次世代の記録媒体であるＢＤ（ブルーレイディスク　商標）が提
案されている。ＢＤの再生専用媒体では、従来のＣＤ、ＤＶＤよりも大容量の情報が記録
されるため、このような不正コピーや海賊版に対する対策もさらに重要な課題となってい
る。
【００１７】
　ところで、ＢＤでは、変調方式として１－７パリティ保存変調方式が用いられている。
【００１８】
　この１－７パリティ保存変調方式は、ＥＦＭやＥＦＭ＋変調方式等の固定ビット長の変
調方式とは異なり、（１）変調単位が可変長な変調方式である。（２）パリティ保存のた
めの情報が変調前に付加される。という２点を特徴として持っている。
【００１９】
　この２つの特徴があるため、１－７パリティ保存変調では、ＥＦＭ等に比べて、識別情
報を追加記録することができるランドを、所定の位置に形成することが非常に困難となる
。
【００２０】
　例えば、１－７パリティ保存変調では、（１）のように変調単位が可変長であることか
ら、同じビット列に対して変調を行っても、その前後のビット列によって、変調後に発生
するビット列が大幅に異なる場合がある。つまり、媒体上の特定の位置にランドを形成す
る必要があるが、可変長の符号化方式のために、特定の位置に特定の記録パタンを形成す
ることが非常に困難である。
【００２１】
　また、１－７パリティ保存変調では、（２）にようにパリティ保存のための情報が変調
前に１ビット付加される。このビットの影響で、同じ情報を用いていても途中にこのビッ
トが入ることにより情報が変わるなどの可能性がある。さらに、２ビット単位で可変長で
あったところの途中に１ビット付加されるので、不規則性をさらに増すことになる。
【００２２】
　以上のような問題は、１－７パリティ保存変調で、所定の位置にランドを発生させよう
とする課題を複雑にするものである。
【００２３】
　以上示したように、１－７パリティ保存変調のような、変調単位が可変長でパリティビ
ットが変調前の情報に変調単位を無視して付加される変調方式では、所定の位置に所定の
ビット列のパタンを生じさせることは、従来のようなＥＦＭ，ＥＦＭ＋変調で所定の位置
に所定のビット列のパタンを生じさせるような場合と比較して非常に困難である。
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【００２４】
　そこで、本発明では、１－７パリティ保存変調等の可変長変調がされたビット列が記録
された再生専用の光記録媒体に対して、例えば媒体固有情報等の識別情報を、可変長変調
がされたビット列中に後から追加記録することが可能な光記録媒体、並びに、再生専用媒
体の識別情報管理方法を提供することを目的とする。また、さらに、本発明では、このよ
うな光記録媒体を製造する光記録媒体製造装置及び方法、このような光記録媒体に識別情
報を書き込む識別情報記録装置及び方法、並びに、このような光記録媒体を再生する光記
録媒体再生装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ
変換することにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って凸部（
ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体において、
記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成された追記領域を有して
おり、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ
－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており、上記ピット－ランド－ピット
追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号
長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列
は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタン
に置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されてお
り、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドは、再生のためのレーザ
パワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパ
ワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追
記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報
ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビ
ット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影
響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビッ
ト列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより
形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、上記所
定の複数の位置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタ
ンが存在するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別さ
れるビット値により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワー
のレーザ光を照射することにより記録されている。なお、Ｔは、１つの変調後ビット列の
ビット長である。
【００２６】
　また、本発明は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－Ｎ
ＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って
凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体に対
して、記録トラック中に当該光記録媒体の識別情報を記録するための管理方法であって、
記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタンが形成される追記領域を設定し
、上記追記領域内に形成される上記追記パタンを、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２
Ｔであるピット－ランド－ピットの形状とし、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの
長さを、変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上
とし、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの前後の変調後ビット列を、当該ピット
－ランド－ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わった
ときにも、変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成し、上記ピット－ランド
－ピットの追記パタンの真ん中のランドを、再生のためのレーザパワーで照射しても物質
的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射す
ると、ピットの反射特性と同等となるような材料とし、上記追記領域に対して上記ピット
－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列には、上記ピット
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－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、各上記追記パタ
ン生成用ビット列の前に設け、直前のビット列の変調の影響を後段に与えないようにする
ための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設け、上記追記パタ
ン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成されるパタンの極性を制御する
ための極性制御ビット列とを含め、上記所定の複数の位置に設定されている追記領域に対
して、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンが存在するか、その部分に全てピットで
構成されたパタンが存在するかによって識別されるビット値により表された識別情報を、
再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射することにより記録する
。なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【００２７】
　また、本発明は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－Ｎ
ＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って
凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体を製
造する光記録媒体製造装置において、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記
パタンが形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタン
は、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっ
ており、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長
以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピット
の追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部
分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が
変調の規則に従うように生成されている原盤から生成されたスタンパを用いて、上記ピッ
ト－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドが、再生のためのレーザパワーで照射
しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ
光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対し
て上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列には
、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、各
上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に与
えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設
けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成されるパ
タンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、上記所定の複数の位
置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンが存在する
か、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別されるビット値
により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を
照射することにより記録されている光記録媒体を製造する。なお、Ｔは、１つの変調後ビ
ット列のビット長である。
【００２８】
　また、本発明は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存変調をして、ＮＲＩ－Ｎ
ＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応して、記録トラックに沿って
凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再生専用の光記録媒体を製
造する光記録媒体製造方法において、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記
パタンが形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタン
は、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっ
ており、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長
以下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピット
の追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部
分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が
変調の規則に従うように生成されている原盤から生成されたスタンパを用いて、上記ピッ
ト－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドが、再生のためのレーザパワーで照射
しても物質的に変化はしないが、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ
光を照射すると、ピットの反射特性と同等となるような材料であり、上記追記領域に対し
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て上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを記録するための変調前の情報ビット列には
、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追記パタン生成用ビット列と、各
上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に与
えないようにするための変調終端ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設
けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対して上記変調を行うことにより形成されるパ
タンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、上記所定の複数の位
置に設定されている追記領域には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンが存在する
か、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別されるビット値
により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を
照射することにより記録されている光記録媒体を製造する。なお、Ｔは、１つの変調後ビ
ット列のビット長である。
【００２９】
　また、本発明に係る識別情報記録装置は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存
変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応して
、記録トラックに沿って凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再
生専用の光記録媒体であって、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタン
が形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３
Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており
、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、
上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記
パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、
全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調の
規則に従うように生成されており、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中の
ランドは、再生のためのレーザパワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のため
のレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等と
なるような材料であり、上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
を記録するための変調前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
を生成する追記パタン生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けら
れ、直前のビット列の変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と
、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対
して上記変調を行うことにより形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット
列とが含められる再生専用の光記録媒体の記録トラックに対して、再生のためのレーザパ
ワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射してデータの書き込みを行う記録手段と、上記
追記領域に書き込む識別情報を発生する識別情報発生手段とを備え、上記記録手段は、上
記光記録媒体を再生しながら上記追記領域の追記パタンを順次検出し、追記パタンを検出
すると、上記識別情報発生手段から発生された識別情報に応じて、検出した当該追記パタ
ンに対して再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射し、当該追記
パタンのランド部分の反射特性を変化させる。なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビッ
ト長である。
【００３０】
　また、本発明に係る識別情報記録方法は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保存
変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応して
、記録トラックに沿って凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている再
生専用の光記録媒体であって、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタン
が形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、３
Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となっており
、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下、
上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追記
パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が、
全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調の
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規則に従うように生成されており、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中の
ランドは、再生のためのレーザパワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のため
のレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等と
なるような材料であり、上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
を記録するための変調前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタン
を生成する追記パタン生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けら
れ、直前のビット列の変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と
、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に対
して上記変調を行うことにより形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット
列とが含められる再生専用の光記録媒体の記録トラックから、記録情報を再生しながら上
記追記領域の追記パタンを順次検出してゆき、追記パタンを検出すると、識別情報を発生
し、発生した識別情報に応じて、検出した当該追記パタンに対して再生のためのレーザパ
ワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射し、当該追記パタンのランド部分の反射特性を
変化させる。なお、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【００３１】
　また、本発明に係る光記録媒体再生装置は、情報ビット列に対して、１－７パリティ保
存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応し
て、記録トラックに沿って凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されている
再生専用の光記録媒体であって、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パタ
ンが形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは、
３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となってお
り、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以下
、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの追
記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分が
、全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変調
の規則に従うように生成されており、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中
のランドは、再生のためのレーザパワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のた
めのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等
となるような材料であり、上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パタ
ンを記録するための変調前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パタ
ンを生成する追記パタン生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設け
られ、直前のビット列の変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列
と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列に
対して上記変調を行うことにより形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビッ
ト列とが含められる光記録媒体を再生する再生手段を備え、上記再生手段は、上記光記録
媒体の各追記領域に形成されている上記追記パタンを読み出し、読み出した上記追記パタ
ンが、ピット－ランド－ピットのパタンとなっているか、全てピットで構成されたパタン
となっているかを判断して、その追記領域のビット値を検出し、上記光記録媒体の複数の
位置の追記領域から検出されたビット値に基づき、上記光記録媒体に書き込まれている識
別情報を生成する。
【００３２】
　さらに、本発明に係る光記録媒体再生方法は、情報ビット列に対して、１－７パリティ
保存変調をして、ＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換することにより生成された変調後ビット列に対応
して、記録トラックに沿って凸部（ランド）と凹部（ピット）とが連続して形成されてい
る再生専用の光記録媒体であって、記録トラック上の所定の複数の位置に、所定の追記パ
タンが形成された追記領域を有しており、上記追記領域内に形成された上記追記パタンは
、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状となって
おり、上記ピット－ランド－ピット追記パタンの長さは、変調後ビット列の最長符号長以
下、上記変調後ビット列の最短符号長の３倍以上であり、上記ピット－ランド－ピットの
追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－ピットの追記パタンの部分
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が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が変
調の規則に従うように生成されており、上記ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん
中のランドは、再生のためのレーザパワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生の
ためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同
等となるような材料であり、上記追記領域に対して上記ピット－ランド－ピットの追記パ
タンを記録するための変調前の情報ビット列には、上記ピット－ランド－ピットの追記パ
タンを生成する追記パタン生成用ビット列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設
けられ、直前のビット列の変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット
列と、各上記追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、上記追記パタン生成用ビット列
に対して上記変調を行うことにより形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビ
ット列とが含められる光記録媒体を再生し、上記光記録媒体の各追記領域に形成されてい
る上記追記パタンを読み出し、読み出した上記追記パタンが、ピット－ランド－ピットの
パタンとなっているか、全てピットで構成されたパタンとなっているかを判断して、その
追記領域のビット値を検出し、上記光記録媒体の複数の位置の追記領域から検出されたビ
ット値に基づき、上記光記録媒体に書き込まれている識別情報を生成する。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明では、１－７パリティ保存変調をしてＮＲＩ－ＮＲＺＩ変換する変調が採用され
た再生専用の光記録媒体の記録トラック中の複数の所定の領域に、３Ｔ－２Ｔ－３Ｔ又は
４Ｔ－２Ｔ－２Ｔであるピット－ランド－ピットの形状とされた追記パタンを形成する。
追記パタンは、その長さが変調後ビット列の最長符号長以下、上記変調後ビット列の最短
符号長の３倍以上であり、追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該ピット－ランド－
ピットの追記パタンの部分が、全てピットで構成されたパタンに置き換わったときにも、
変調後ビット列の全体が変調の規則に従うように生成されており、追記パタンの真ん中の
ランドは、再生のためのレーザパワーで照射しても物質的に変化はしないが、再生のため
のレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ光を照射すると、ピットの反射特性と同等と
なるような材料であり、追記領域に対してピット－ランド－ピットの追記パタンを記録す
るための変調前の情報ビット列には、ピット－ランド－ピットの追記パタンを生成する追
記パタン生成用ビット列と、各追記パタン生成用ビット列の前に設けられ、直前のビット
列の変調の影響を後段に与えないようにするための変調終端ビット列と、各追記パタン生
成用ビット列の前に設けられ、追記パタン生成用ビット列に対して変調を行うことにより
形成されるパタンの極性を制御するための極性制御ビット列とが含められており、所定の
複数の位置に設定されている追記領域には、ピット－ランド－ピットの追記パタンが存在
するか、その部分に全てピットで構成されたパタンが存在するかによって識別されるビッ
ト値により表された識別情報が、再生のためのレーザパワーよりも大きいパワーのレーザ
光を照射することにより記録されている。
【００３４】
　このことにより、本発明では、例えば１－７パリティ保存変調を用いた記録が行われて
いる場合であっても、例えば媒体固有情報等の識別情報を、可変長変調がされたビット列
中に後から追加記録することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本発明が適用された光ディスク、及び、この光ディスクを製造するための装置、
この光ディスクを再生するための装置等について説明をする。
【００３６】
　光ディスク
　本発明が適用された光ディスク１の物理的な特性等について図１を参照して説明する。
【００３７】
　光ディスク１は、ＢＤ（ブルーレイディスク　商標）と呼ばれているディスクであり、
ＢＤのうちのユーザにより書き込みができない再生専用のディスクである。光ディスク１
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は、図１（Ａ）に示すように、半径Ｒが６０ｍｍ、ディスク厚ｄ１２ｍｍとされる。
【００３８】
　再生のためのレーザ波長は４０５ｎｍであり、いわゆる青紫色レーザが用いられる。対
物レンズのＮＡは０．８５である。
【００３９】
　光ディスク１上には、図１（Ｂ）に示すように、ディスクの反射面である底面部３に、
記録トラックに沿って凹部４が形成されることにより、信号が書き込まれている。すなわ
ち、記録するデータのビット列に応じた凹凸の連続が、記録トラックに形成されている。
以下、記録トラックの底面３に形成された凹部４のことを以下「ピット」と呼び、記録ト
ラックの底面のピット以外の底面３のことを以下「ランド」と呼ぶものとする。
【００４０】
　また、光ディスク１は、ポリカーボネートやアクリル等の樹脂基板５上に、高い光反射
特性を有する反射膜６が積層され、反射膜６の上に保護膜が積層された構成となっている
。光ディスク１は、保護膜側からレーザ光が照射され、再生が行われる。
【００４１】
　ここで、反射膜６は、通常の再生レベルのパワーのレーザ光を照射しても物質特性はな
んら変化しない。しかしながら、再生レベルよりも充分に高い出力のレーザ光を照射する
と溶融し、その部分がピット部分の反射特性と同等となる材料とされている。つまり、ラ
ンドは、高出力レーザ光が照射されると、ピットとみなされるような材料により構成され
ている。一般的な光記録媒体の場合、反射層はアルミニウムで形成されているが、光ディ
スク１では、反射層が例えばアルミニウムとチタンとの合金、アルミニウムと別元素を混
ぜた合金、銀を含んだ合金等により構成されている。
【００４２】
　さらに、光ディスク１は、スタンパ等により凹凸（ランドとピット）のパタンが転写さ
れて製造されるので、同一物が大量に生産される。光ディスク１は、パタン転写された後
に、各ディスク固有の識別情報（以下、ユニークＩＤ又はＵＩＤとも呼ぶ。）が、一枚一
枚に記録される。その記録方法は、ディスクの記録トラック中の所定の位置に、高出力レ
ーザを照射することによりランドをピット化することができる追記領域を、転写パタンと
して予め複数設定しておき、ユニークＩＤの内容に応じて全ての追記領域のうちの所定の
追記領域を選択し、選択した追記領域中の所定位置のランドを、高出力レーザを照射して
ピット化するという方法である。
【００４３】
　光ディスクのフォーマット
　光ディスク１は、記録されているデータが、所定の論理フォーマット及び所定の物理フ
ォーマットにより管理されている。論理フォーマットでは、ユーザ情報に対してリード・
ソロモン符号による誤り訂正符号化することが特徴である。また、物理フォーマットでは
、誤り訂正符号化された情報に対して、１－７パリティ保存変調符号化及びＮＲＺ-ＮＲ
ＺＩ変換をすることが特徴である。
【００４４】
　（論理フォーマット）
　まず、論理フォーマットについて説明する。
【００４５】
　光ディスク１の論理フォーマットでは、当該光ディスク１に記録する情報全体を、６４
キロバイトのデータ群に分割し、分割した各データ群に対して誤り検出、訂正コードを付
加し、１つのＥＣＣクラスタと呼ぶデータの基本単位を形成する。
【００４６】
　ＥＣＣクラスタの具体的な構成は次の通りである。まず、６４ｋバイトのデータ群をさ
らに３２個のデータ群に細分化して、図２に示すような２０４８バイトのデータ群を形成
し、それぞれの２０４８バイトのデータ群に４バイトの誤り検出コード（ＥＤＣ）を付加
して、それぞれ合計２０５２バイトのデータ群にする。なお、誤り検出コード（ＥＤＣ）
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の生成多項式は以下の数１の通りである。
【００４７】
【数１】

【００４８】
　次に、この３２個の２０５２バイトのデータ群単位で所定のスクランブルを施し、再度
もとのデータ群（３２×２０５２バイト）単位に戻す。次に、図３に示すように、この３
２×２０５２バイトのデータ群を、大きさが２１６バイトの３０４個のデータ群に再分割
する。次に、再分割されたデータ群のそれぞれに、３２バイトの誤り訂正コードを付加す
る。最後に、所定のインターリーブを行って並び替えて、ＥＣＣクラスタが完成する。
【００４９】
　なお、ＥＣＣクラスタに付加する誤り訂正コードは、以下の数２の生成多項式で示すリ
ード・ソロモン符号の符号化方式を用いている。
【００５０】
【数２】

【００５１】
　リード・ソロモン符号では、バイト単位での誤り訂正が行われる。リード・ソロモン符
号の誤り訂正可能なバイト数は、一般に、誤り訂正コードの個数の半分である。ＥＣＣク
ラスタでは、２１６バイトのデータ群に対して３２バイトのリード・ソロモン符号の訂正
コードを付加していることから、２１６バイト中最大１６個のバイトのエラー訂正が可能
である。密度にすると、１６バイト／２４８バイトの誤りまでが訂正可能である。
【００５２】
　また、光ディスク１では、ＥＣＣクラスタの他に、ＢＩＳクラスタと呼ばれるデータの
単位がある。ＢＩＳクラスタは、アドレスと呼ばれるＥＣＣクラスタの番号やＥＣＣクラ
スタ内のブロックの番号、及び、ユーザコントロールと呼ばれるＥＣＣクラスタに記録さ
れている情報の機能を表す番号が記録されたデータ単位である。
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【００５３】
　ＢＩＳクラスタの具体的な構成は次の通りである。まず、アドレス番号を示す４バイト
の情報と、付加データである１バイトの情報と、４バイトのリード・ソロモン符号による
誤り訂正コードとにより構成されたアドレスを形成する。次に、このような９バイトのア
ドレス情報と、２１バイトのユーザコントロールとを組み合わせた３０バイトのデータ群
を２４個形成する。次に、図４に示すように、この３０バイトのデータ群に対してそれぞ
れ３２バイトの誤り訂正コードを付加し、最後に所定のインターリーブを行って並び替え
て、ＢＩＳクラスタが完成する。ＢＩＳクラスタに付加される誤り訂正コードの生成多項
式は以下の数３に示す通りである。
【００５４】
【数３】

【００５５】
　（物理フォーマット）
　続いて、物理フォーマットについて説明する。
【００５６】
　光ディスク１の物理層は、図５に示すように、ＥＣＣクラスタとＢＩＳクラスタを組み
合わせたデータが記録されるフィジカルクラスタ部と、これらのフィジカルクラスタ部を
接続する２つのリンキング部が繰り返し出現するように構成されている。
【００５７】
　フィジカルクラスタ部は、図６に示すように、それぞれ１６個のアドレスユニットと呼
ばれるブロックに分割され、さらに、各アドレスユニットが３１個のデータフレームに分
割されている。リンキング部は、２個のデータフレームで構成されている。
【００５８】
　データフレームは、図７（Ａ）に示すように１５５バイトの情報が記録される。データ
フレームのデータは、３９バイト目、７８バイト目及び１１７バイト目の３バイトが、Ｂ
ＩＳクラスタの情報であり、残りの１５２バイトがＥＣＣクラスタの情報である。なお、
ＢＩＳクラスタには、アドレスデータとユーザコントロールデータとが含まれているが、
アドレスは、各アドレスユニット中の最初の３つのデータフレームのＢＩＳクラスタに含
まれており、ユーザコントロールデータは、残りのデータフレームのＢＩＳクラスタに含
まれている。
【００５９】
　また、図７（Ｂ）に示すように、各データフレームでは、実データを、先頭を２５ビッ
トを１つのデータ群とし、残りを４５ビット毎のデータ群とし、合計２８個のデータ群に
分割している。
【００６０】
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　データフレームは、図７（Ｃ）に示すように、先頭のみが、２０ビットのフレーム同期
信号と２５ビットの実データと１ビットのＤＣ制御ビットとから構成され、その他が、４
５ビットの実データと１ビットのＤＣ制御ビットとから構成された、２８個のＤＣ制御ブ
ロックに分割されている。
【００６１】
　なお、各ブロックの終端の１ビットのＤＣ制御ビットは、変調後のビット値の０を－１
に、１を１に対応させて加算して得られるＤＣ成分の大きさを示す指標デジタルサムヴァ
リュー（ＤＳＶ）の絶対値が０に近づくようにビット値が決定される。
【００６２】
　（ＵＩＤ生成ビット列）
　つぎに、ＵＩＤ生成ビット列について説明をする。
【００６３】
　光ディスク１では、図８に示すように、媒体固有な識別情報の追記領域を形成するため
の所定ビット数（例えば１２ビット（１－７パリティ保存変調する前において））のビッ
ト列（ＵＩＤ生成ビット列）を、所定のＤＣ制御ブロック内に形成するように、記録デー
タを構成しておく。すなわち、光ディスク１は、スタンパでディスク製造した後、高出力
レーザを照射してユニークＩＤを追記するための追記領域を形成するために、所定の位置
にＵＩＤ生成ビット列が形成されている。
【００６４】
　このＵＩＤ生成ビット列は、１-７パリティ保存変調及びＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換を行った
後に、ピット-ランド-ピットの追記パタン（後で詳細に説明する。）を発生するためのビ
ット列である。
【００６５】
　ＵＩＤ生成ビット列は、全てのＤＣ制御ブロックに設けるのではなく、ある特定のＤＣ
制御ブロックに対してのみである。例えば、所定の１つあるいは複数のフィジカルクラス
タ部を選択し、そのうちの一部のデータフレームのＤＣ制御ブロックに、ＵＩＤ生成ビッ
ト列を形成する。また、データフレームの全てのＤＣ制御ブロックに対してではなく、一
部のＤＣ制御ブロックに対してのみＵＩＤ生成ビット列を形成するようにする。
【００６６】
　図８は、ＤＣ制御ブロック内におけるＵＩＤ生成ビット列の形成位置を示した図である
。
【００６７】
　ＵＩＤ生成ビット列は、ＤＣ制御ブロック内の所定の位置に形成されるようにする。
【００６８】
　ここでは、ＵＩＤ生成ビット列を、ＤＣ制御ブロックのＤＣ制御ビットを除く終端部分
に位置するように設けている。このようにＤＣ制御ブロックの終端部分にＵＩＤ生成ビッ
ト列を設けることにより、ＢＩＳクラスタに対して影響を与えないようにすることができ
る。
【００６９】
　なお、図８では、ＤＣ制御ビットが２ビットとなっているが、これは、１-７パリティ
保存変調が２ビット単位で変調されるために便宜上このように記している。
【００７０】
　例えば、ＵＩＤ生成ビット列が１２ビット（変調前）である場合には、ＵＩＤ生成ビッ
ト列を形成する位置は、ＤＣ制御ブロックの先頭から３３ビット目から４４ビット目（変
調前）までとなる。
【００７１】
　以上のようなＵＩＤ生成ビット列は、当該ＵＩＤ生成ビット列を形成したことにより、
光ディスク１が上記論理フォーマット及び物理フォーマットの規定外のディスクとならな
いようにする必要がある。
【００７２】



(19) JP 4622291 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

　ピット-ランド-ピットの追記パタン
　つぎに、ＵＩＤ生成ビット列に対して、１-７パリティ保存変調及びＮＲＺ-ＮＲＺＩ変
換することにより発生されるピット-ランド-ピットの追記パタンについて説明をする。
【００７３】
　上記ＵＩＤ生成ビット列に対して１-７パリティ保存変調及びＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換をす
ると、光ディスクの記録トラック上の複数の所定の位置に、図９（Ａ）に示すように、ピ
ット（凹部）-ランド（凸部）-ピット（凹部）のパタンが形成されることになる。
【００７４】
　この追記パタンは、図９（Ｂ）に示すように真ん中のランド部分に対して高出力レーザ
を照射して当該ランドを溶融してピット化し、図９（Ｃ）に示すように全体としてピット
（凹部）-ピット（凹部）-ピット（凹部）のパタンとすることにより、光ディスク１に対
してユニークＩＤを記録するためのパタンである。
【００７５】
　ここで、この追記パタンは、ピット-ランド-ピットの構成であればどのようなものでも
よい、というわけではなく、以下のような条件が必要となる。
【００７６】
　（１）追記パタンは、ピット-ランド-ピットという凹凸パタンとなっている。
【００７７】
　（２）追記パタンの長さは、１－７パリティ保護変調及びＮＲＺ－ＮＲＺＩ変換後の最
長符号長以下、１－７パリティ保護変調及びＮＲＺ－ＮＲＺＩ変換の後の最短符号長の３
倍以上である。すなわち、最長符号長が８Ｔ、最短符号長が２Ｔであるので（Ｔは、変調
後ビット列の１ビットの長さである。）、追記パタンの長さは６Ｔ、７Ｔ又は８Ｔとなる
。
【００７８】
　（３）追記パタンの前後の変調後ビット列は、当該追記パタンが、全てピットで構成さ
れたパタンに置き換わったときにも、変調後ビット列の全体が１－７パリティ保護変調及
びＮＲＺ－ＮＲＺＩ変換後の規則に従うように生成されている。
【００７９】
　以上のような条件に従った追記パタンを形成すると、真ん中のランドが溶融してピット
化した後も、光ディスク１には１-７パリティ保存変調に従ったデータが記録されている
こととなる。すなわち、ランドをピット化したことにより前後のパタンとの関係が１－７
パリティ保存変調から外れるビット列とはならなくなる。
【００８０】
　以上のような条件の追記パタンとして、具体的には次のようなピット-ランド-ピットの
パタンがある。
【００８１】
　４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ，２Ｔ-４Ｔ-２Ｔ，２Ｔ-２Ｔ-４Ｔ，２Ｔ-３Ｔ-３Ｔ，３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ
，３Ｔ-３Ｔ-２Ｔ，３Ｔ-２Ｔ-２Ｔ，２Ｔ-３Ｔ-２Ｔ，２Ｔ-２Ｔ-３Ｔ，２Ｔ-２Ｔ-２Ｔ
　なお、ここで、Ｔは、１つの変調後ビット列のビット長である。
【００８２】
　特に、ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のランドが２Ｔであると、２Ｔが
１-７パリティ保存変調の最小符号長であり、溶融のためのエネルギーが最も少なくて済
み効率的である。
【００８３】
　さらに、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのパタンは、ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中の
ランドが２Ｔであるため１－７パリティ保存変調における最小符号長であり、溶融のため
のエネルギーが最も少なく済むとともに、追記位置の前後に対するポジションマージンが
最も広いので、非常に望ましい形状の追記パタンである。
【００８４】
　また、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔのパタンは、ピット－ランド－ピットの追記パタンの真ん中のラ



(20) JP 4622291 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

ンドが２Ｔであるため１－７パリティ保存変調における最小符号長であり、溶融のための
エネルギーが最も少なく済むとともに、追記時における余熱の利用効率が高く、非常に望
ましい形状の追記パタンである。
【００８５】
　ＵＩＤ生成ビット列の具体例
　つぎに、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ及び４Ｔ-２Ｔ-２Ｔを生成するための１２ビット（変調前）の
ＵＩＤ生成ビット列の具体例について説明をする。
【００８６】
　まず、１-７パリティ保存変調について説明をする。
【００８７】
　図１０は、１-７パリティ保存変調の変調テーブルを示している。図１０におけるｘｘ
は、ｘが０か１のいずれかの値を任意に取るものを意味する。また、図１０における（-
ｆｓ）はフレームシンクのビット列を表しているものとする。
【００８８】
　図１１は、フレーム同期信号を示している。図１１における＃は、このフレームシンク
になる前の変調前のビット列が“００”、あるいは、“００００”であったときのみに、
１となって、それ以外では０となる。
【００８９】
　以上の１-７パリティ保存変調の変調テーブルを参照しながら、以下、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ
及び４Ｔ-２Ｔ-２Ｔを生成するための１２ビット（変調前）のＵＩＤ生成ビット列の内容
について説明をする。
【００９０】
　（３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ）
　まず、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔについて説明をする。
【００９１】
　図１２は、光ディスク１におけるユニークＩＤを記録するための３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ（ピッ
ト-ランド-ピット）の追記パタンを形成するための１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列を
示している。
【００９２】
　１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列は、図１２に示すように、先頭の２ビットの変調終
端ビット列（Termination）と、次の２ビットの極性制御ビット列（polarity control）
と、最後の８ビットのＵＩＤビット列（UID Bit）とから構成されている。なお、図１２
中のＵＩＤビット列の後ろにある２ビットのビット列（parity）は、ＤＣ制御ビットを発
生するためのビット列である。
【００９３】
　１－７パリティ保存変調では変調単位が一定でないため、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのピット-ラ
ンド-ピットの追記パタンの発生を損なわないように、この追記パタンの直前にあるデー
タの変調単位の終端を用意する必要がある。１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列のうちの
１番目、２番目の２ビットである変調終端ビット列（Termination）は、当該ＵＩＤビッ
ト列の直前にあるデータの変調単位の最後の部分を決める部分に相当する。すなわち、直
前のビット列の１－７パリティ保存変調をきちんと終わらせて、直前のビット列の影響を
、後ろ変調終端ビット列及びＵＩＤビット列の変調にまで与えないようにするためのビッ
ト列となる。
【００９４】
　変調終端ビット列（Termination）は、具体的には、図１０の変調前ビット列の終端２
ビットを参照してわかるように、０１，１０，１１のいずれかとなる。
【００９５】
　１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列のうち５番目から１２番目の８ビットは、３Ｔ-２
Ｔ-３Ｔのパタンを発生するためのＵＩＤビットである。
【００９６】
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　ＵＩＤビットは、具体的には、図１０の変調後ビット列から探しだすと、 “０１００
０００１”となる。なお、５番目から１２番目の８ビットのＵＩＤビットは、４ビット目
までで変調が終端されていることを前提として１-７パリティ保存変調を行う。このこと
により、ＵＩＤビットを１－７パリティ保存変調することにより発生するビット列は、“
０１０-０１０-１００-１００”となる。これをさらに、ＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換を行うと、
“００１-１１０-０１１-１００”となる。このＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換後のビット列の値の
０、１が、それぞれランド、ピットが対応する。ＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換後のビット列は、
２Ｔ-３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ-２Ｔとなる。このパタンをみると、３ビット目から１０ビット目ま
でのパタンが、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのパタンとなっていることがわかる。すなわち、この３Ｔ
-２Ｔ-３Ｔのパタンが、追記パタンとなる。従って、ピット－ランド－ピットの追記パタ
ンのピット部分は、１－７パリティ保存変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換後の５７,５８ビッ
ト目となる。
【００９７】
　１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列のうち３番目、４番目のビットである極性制御ビッ
ト列（polarity control）は、１番目、２番目のビットを１－７パリティ保存変調及びＮ
ＲＺ-ＮＲＺＩ変換したあとの最後のビットがピットであるかランドであるかに応じて、
後段で生成される３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの追記パタンがピット-ランド-ピットとなるように、ビ
ット値が制御される極性制御ビットとなる。
【００９８】
　つまり、ＵＩＤビットにより発生される３Ｔ-２Ｔ-３Ｔパタンだけでは、ランの長さは
決定されるが、ＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換の影響により、ピット-ランド-ピットになるか、そ
れともランド-ピット-ランドかは、確実ではない。
【００９９】
　そのため、最初の２ビットの変調終端ビット列までで１－７パリティ保存変調を終了す
ることができると、最初の２ビットまでの時点におけるビット値が、ランドに対応するの
か、ピットに対応するのかの極性を決定することができることを利用し、極性制御ビット
列（polarity control）によって、上記の３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのパタンが、ピット-ランド-ピ
ットになるか、それともランド-ピット-ランドのパタンになるかを制御している。
【０１００】
　具体的には、極性制御ビット列（polarity control）が、“０１”又は“１１”の場合
には、２回極性が反転する。また、“１０”の場合には、１回極性が反転する。従って、
変調終端ビット列の変調が終了した時点のビットがランドであれば、極性制御ビット列（
polarity control）は“１０”となり、変調終端ビット列の変調が終了した時点のビット
がピットであれば、極性制御ビット列（polarity control）は“０１”又は“１１”とな
る。
【０１０１】
　なお、図１０の１－７パリティ保存変調の変調テーブルから確認できるように、１－７
パリティ保存変調では、２ビットのビット列０１，１０、１１が、それぞれ必ず変調の単
位の最後となるようなビットとは限らない。例えば、０１であれば、後ろに来るビットが
１１であれば変調の最後とはならず、また、１０であればうしろに来るビットが１１であ
れば変調の最後とはならず、また、１１であればうしろに来るビットが０１１１であれば
変調の最後とはならない。
【０１０２】
　従って、１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列では、（１）極性を決定するため、極性制
御のビットの直前のビットがそれまでのデータに対する変調の末尾になっている、（２）
常に３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのパタンを発生するため、前記パタンを変調する前に極性制御ビット
そのものも変調データの末尾となって変調が施されている、ことも必要である。
【０１０３】
　（３Ｔ-２Ｔ-３Ｔを発生するための具体的な値）
　具体的に、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ（ピット-ランド-ピット）を発生する以上の条件を満足した
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１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列として、次の８通りのビット列が挙げられる。
【０１０４】
　（Ａ群）０ｘ５４１、０ｘ６４１、０ｘ９４１、０ｘＡ４１、０ｘＤ４１、０ｘＥ４１
　（Ｂ群）０ｘＢ４１，０ｘｆ４１
　なお、０ｘ○○○とは、“○○○”の部分が１６進数の表記であることを表している。
【０１０５】
　（Ａ群）は、１２ビットのうちの最初の２ビットまでを変調したあとの変調後ビットの
極性を反転させるタイプであり、（Ｂ群）は、１２ビットのうちの最初の２ビットまでを
変調したあとの変調後ビット列の極性を保持するタイプである。
【０１０６】
　従って、１２ビットのうちの最初の２ビットまでを変調したあとの変調後ビットの極性
を反転させる場合には、（Ａ群）のうちの１つのビット列を選択して変調前ビット列に挿
入し、極性を保持する場合には、（Ｂ群）のうちの１つのビット列を変調前ビット列に挿
入すればよい。
【０１０７】
　このように変調前ビット列に以上の１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列を挿入する処理
をすることにより、ＤＣブロック内の所定の位置に、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔ（ピット-ランド-ピ
ット）の追記パタンを形成することができる。
【０１０８】
　また、（Ａ群）、（Ｂ群）から一つずつ選び、次のように
（ａ）　　（Ａ）０ｘ９４１、（Ｂ）０ｘＢ４１
（ｂ）　　（Ａ）０ｘＡ４１、（Ｂ）０ｘＢ４１
（ｃ）　　（Ａ）０ｘＤ４１、（Ｂ）０ｘＦ４１
（ｄ）　　（Ａ）０ｘＥ４１、（Ｂ）０ｘＦ４１
（ａ）～（ｄ）の４通りのペアを生成する。
【０１０９】
　各ペアは、第３番目のビットのみが異なるペアとなっている。
【０１１０】
　これらのビット列のうち、たとえば１－７パリティ保存変調を施す直前の情報ビット列
に対して、いずれか一つが所定の位置に配置されているものとする。
【０１１１】
　そして、１－７パリティ保存変調によって、上記の情報の２ビット目までを塊として、
変調がなされたのち、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの追記パタンがピット-ランド-ピットとなるか否か
を調べ、ピット-ランド-ピットとなる場合には３番目のビットをそのまま保持する。ピッ
ト-ランド-ピットとならない場合には３番目のビットを反転する。すなわち、ペアとなっ
ている他方のビット列に置き換える。
【０１１２】
　以上のように、光ディスク１への記録データ列を生成する際に、最初の２ビットでこの
部分までの極性を決定して、次の２ビットでこの部分からの極性を制御して、３Ｔ-２Ｔ-
３Ｔのパタンの真ん中の２Ｔがランドになる、という３つのステップを完了して、所定の
位置（例えば、ＤＣブロックの最後の部分）に３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのピット-ランド-ピットの
パタンを発生することができる。
【０１１３】
　図１３は、上述の４種類のペアとして出現している、０ｘ９４１、０ｘＢ４１、０ｘＡ
４１、０ｘＤ４１、０ｘＦ４１、０ｘＥ４１について、これを１－７パリティ保存変調し
て、識別情報ＵＩＤ＝１を記録した結果と、これを復調した後の情報を表した表である。
【０１１４】
　この表において左端の第一コラムは、上述の４種類のペアとして出現する６種類のＵＩ
Ｄ生成ビット列である。これらは、２ビット目までを変調した際のランド、ピットの極性
の情報に応じて、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの組み合わせの２Ｔの部分がランドになるように選択さ
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れるものである。
【０１１５】
　第二コラムは、第一コラムのＵＩＤ生成ビット列を図１０の変調テーブルを用いて変調
した結果である。また、第三コラムは、発生した３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのピット-ランド-ピット
の組み合わせのランド部分に追記を行った結果、８Ｔのピットが発生したことを表してい
る。ここで、第二コラムと第三コラムの間では、変調結果をピット、ランドに対応付ける
ためのＮＲＺＩ変換とその逆変換があるが、ここでは省略してある。
【０１１６】
　第四コラムは、第三コラムを１－７パリティ保存復調した結果である。第四コラムでは
、候補となる情報がおのおの二つずつ存在している。これは、固有情報を記録する領域の
うしろに来ている情報が何であるかによって決定される。
【０１１７】
　この表では、真ん中より左側の部分を追記が無い場合の識別情報領域のビット列（ＵＩ
Ｄ＝０）、また、真ん中より左側の部分を追記がある場合の識別情報領域のビット列（Ｕ
ＩＤ＝１）とみることもできる。すなわち、この表をもちいれば、識別情報のビット値０
、１とそのときの識別情報領域におけるビット列のパタンとの対応関係を確認することが
できる。
【０１１８】
　（４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ）
　つぎに、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔについて説明をする。
【０１１９】
　図１４は、光ディスク１におけるユニークＩＤを記録するための４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ（ピッ
ト-ランド-ピット）の追記パタンを形成するための１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列を
示している。
【０１２０】
　１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列は、図１４に示すように、先頭の２ビットの変調終
端ビット列（Termination）と、次の２ビットの極性制御ビット列（polarity control）
と、最後の８ビットのＵＩＤビット列（UID Bit）とから構成されている。なお、図１４
中のＵＩＤビット列の後ろにある２ビットのビット列（parity）は、ＤＣ制御ビットを発
生するためのビット列である。
【０１２１】
　先頭の２ビットの変調終端ビット列（Termination）及び次の２ビットの極性制御ビッ
ト列（polarity control）の機能や内容は、３Ｔ-２Ｔ-３Ｔのパタンと同様である。
【０１２２】
　１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列のうち５番目から１２番目の８ビットは、４Ｔ-２
Ｔ-２Ｔのパタンを発生するためのＵＩＤビットである。
【０１２３】
　ＵＩＤビットは、具体的には、図１０の変調後ビット列から探しだすと、“０１１００
０１１”となる。なお、５番目から１２番目の８ビットのＵＩＤビットは、４ビット目ま
でで変調が終端されていることを前提として１-７パリティ保存変調を行う。このことに
より、ＵＩＤビットを１－７パリティ保存変調することにより発生するビット列は、“０
１０-００１-０１０-１００”となる。これをさらに、ＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換を行うと、“
００１-１１１-００１-１００”となる。このＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換後のビット列の値の０
、１が、それぞれランド、ピットが対応する。ＮＲＺ-ＮＲＺＩ変換後のビット列は、２
Ｔ-４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ-２Ｔとなる。このパタンをみると、３ビット目から１０ビット目まで
のパタンが、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔのパタンとなっていることがわかる。すなわち、この４Ｔ-
２Ｔ-２Ｔのパタンが、追記パタンとなる。従って、ピット－ランド－ピットの追記パタ
ンのピット部分は、１－７パリティ保存変調及びＮＲＩ-ＮＲＺＩ変換後の５８,５９ビッ
ト目となる。
【０１２４】
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　（４Ｔ-２Ｔ-２Ｔを発生するための具体的な値）
　具体的に、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ（ピット-ランド-ピット）を発生する以上の条件を満足した
１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列として、次の８通りのビット列が挙げられる。
【０１２５】
　（Ａ群）０ｘ５６３、０ｘ６６３、０ｘ９６３、０ｘＡ６３、０ｘＤ６３、０ｘＥ６３
　（Ｂ群）０ｘＢ６３，０ｘｆ６３
　なお、０ｘ○○○とは、“○○○”の部分が１６進数の表記であることを表している。
【０１２６】
　このとき、（Ａ群）は、１２ビットのうちの最初の２ビットまでを変調したあとの変調
後ビットの極性を反転させるタイプであり、（Ｂ群）は、１２ビットのうちの最初の２ビ
ットまでを変調したあとの変調後ビット列の極性を保持するタイプである。
【０１２７】
　従って、１２ビットのうちの最初の２ビットまでを変調したあとの変調後ビットの極性
を反転させる場合には、（Ａ群）のうちの１つのビット列を選択して変調前ビット列に挿
入し、極性を保持する場合には、（Ｂ群）のうちの１つのビット列を変調前ビット列に挿
入すればよい。
【０１２８】
　このように変調前ビット列に以上の１２ビットのＵＩＤ生成用ビット列を挿入する処理
をすることにより、ＤＣブロック内の所定の位置に、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔ（ピット-ランド-ピ
ット）の追記パタンを形成することができる。
【０１２９】
　また、（Ａ群）、（Ｂ群）から一つずつ選び、次のように
（ａ）　　（Ａ）０ｘ９６３、（Ｂ）０ｘＢ６３
（ｂ）　　（Ａ）０ｘＡ６３、（Ｂ）０ｘＢ６３
（ｃ）　　（Ａ）０ｘＤ６３、（Ｂ）０ｘＦ６３
（ｄ）　　（Ａ）０ｘＥ６３、（Ｂ）０ｘＦ６３
（ａ）～（ｄ）の４通りのペアを生成する。
【０１３０】
　各ペアは、第３番目のビットのみが異なるペアとなっている。
【０１３１】
　これらのビット列のうち、たとえば１－７パリティ保存変調を施す直前の情報ビット列
に対して、いずれか一つが所定の位置に配置されているものとする。
【０１３２】
　そして、１－７パリティ保存変調によって、上記の情報の２ビット目までを塊として、
変調がなされたのち、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔの追記パタンがピット-ランド-ピットとなるか否か
を調べ、ピット-ランド-ピットとなる場合には３番目のビットをそのまま保持する。ピッ
ト-ランド-ピットとならない場合には３番目のビットを反転する。すなわち、ペアとなっ
ている他方のビット列に置き換える。
【０１３３】
　以上のように、光ディスク１への記録データ列を生成する際に、最初の２ビットでこの
部分までの極性を決定して、次の２ビットでこの部分からの極性を制御して、４Ｔ-２Ｔ-
２Ｔのパタンの真ん中の２Ｔがランドになる、という３つのステップを完了して、所定の
位置（例えば、ＤＣブロックの最後の部分）に４Ｔ-２Ｔ-２Ｔのピット-ランド-ピットの
パタンを発生することができる。
【０１３４】
　図１５は、上述の４種類のペアとして出現している、０ｘ９６１、０ｘＢ６１、０ｘＡ
６１、０ｘＤ６１、０ｘＦ６１、０ｘＥ６１について、これを１－７パリティ保存変調し
て、識別情報ＵＩＤ＝１を記録した結果と、これを復調した後の情報を表した表である。
【０１３５】
　この表において左端の第一コラムは、上述の４種類のペアとして出現する６種類のＵＩ
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Ｄ生成ビット列である。これらは、２ビット目までを変調した際のランド、ピットの極性
の情報に応じて、４Ｔ-２Ｔ-２Ｔの組み合わせの２Ｔの部分がランドになるように選択さ
れるものである。
【０１３６】
　第二コラムは、第一コラムのＵＩＤ生成ビット列を図１０の変調テーブルを用いて変調
した結果である。また、第三コラムは、発生した４Ｔ-２Ｔ-２Ｔのピット-ランド-ピット
の組み合わせのランド部分に追記を行った結果、８Ｔのピットが発生したことを表してい
る。ここで、第二コラムと第三コラムの間では、変調結果をピット、ランドに対応付ける
ためのＮＲＺＩ変換とその逆変換があるが、ここでは省略してある。
【０１３７】
　第四コラムは、第三コラムを１－７パリティ保存復調した結果である。第四コラムでは
、候補となる情報がおのおの二つずつ存在している。これは、固有情報を記録する領域の
うしろに来ている情報が何であるかによって決定される。
【０１３８】
　この表では、真ん中より左側の部分を追記が無い場合の識別情報領域のビット列（ＵＩ
Ｄ＝０）、また、真ん中より左側の部分を追記がある場合の識別情報領域のビット列（Ｕ
ＩＤ＝１）とみることもできる。すなわち、この表をもちいれば、識別情報のビット値０
、１とそのときの識別情報領域におけるビット列のパタンとの対応関係を確認することが
できる。
【０１３９】
　光ディスク１の製造方法
　次に、光ディスク１の製造方法について説明する。
【０１４０】
　図１６に示すように、光ディスク１の製造方法は、レジスト塗布工程Ｓ１１、カッティ
ング工程Ｓ１２、現像定着工程Ｓ１３、金属原盤作成工程Ｓ１４を経て金属原盤の作成が
行われる。
【０１４１】
　ここで、レジスト塗布工程Ｓ１１は、ガラス原盤にフォトレジストを塗布する工程であ
り、カッティング工程Ｓ１２は、フォトレジストにビット列に応じてスイッチングされる
レーザを照射して凹凸のパタンを記録する工程である。現像定着工程Ｓ１３は、原盤上で
上記凹凸のパタンを記録したレジストを現像処理して原盤上に定着処理する工程であり、
金属原盤作成工程Ｓ１４は、上記原盤に表面に電解めっきを施こして金属原盤を作成する
工程である。
【０１４２】
　次に、作成された金属原盤をもとに、スタンパ作成工程Ｓ１５、基板形成工程Ｓ１６を
経て、ディスク基板が形成される。ここで、スタンパ作成工程Ｓ１５とは、金属原盤を元
にスタンパを製造する工程であり、また、基板形成工程Ｓ１６は、成形金型内にスタンパ
を配置して、射出成型機を用いてポリカーボネートやアクリル等の透明樹脂によりディス
ク基板を形成する工程である。
【０１４３】
　このように作製されたディスク基板には、カッティング工程Ｓ１２で原盤に形成された
ランドとピットのパタンが転写されている。
【０１４４】
　次に、反射膜形成工程Ｓ１７、保護膜塗布１８を経て、再生専用の光ディスク１が製造
される。反射膜形成工程Ｓ１７では、ディスク基板のピットパタンが形成された面に、ス
パッタ等により反射膜が形成される。光ディスク１は、この反射膜に媒体固有識別情報を
記録する。なお、光ディスク１を作成するためには、この反射膜は、通常のビット情報以
外に、熱記録によって媒体固有識別情報も記録できる反射膜でなければならない。したが
って、この反射膜には、一般的な反射膜の組成となるアルミニウムのほかに、例えばチタ
ン等の別の元素を混ぜて合金とした反射膜を用いる。保護膜塗布工程Ｓ１８では、保護膜
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が形成される。この工程は、反射膜上に紫外線硬化型樹脂をスピンコートによって塗布し
て、紫外線を照射することによってなされる。なお、このように形成された光ディスク１
は、保護膜側から読み取り用のレーザ光を照射して情報の再生が行うことができる。
【０１４５】
　次に、再生専用の光ディスク１が作成されると、ＵＩＤカッティング工程１９が行われ
る。このＵＩＤカッティング工程１９では、各追記領域上のピット-ランド-ピットの追記
パタンの真ん中のランドに高出力レーザ光を照射して、作成された光ディスク１の一枚一
枚に対して個別のユニークＩＤを書き込んでいく。
【０１４６】
　このことにより、各光ディスク１の一枚一枚に対してユニークＩＤが書き込まれた光デ
ィスク１が製造される。
【０１４７】
　ＵＩＤカッティング工程１９で用いられるＵＩＤカッティング装置２０について、図１
７を参照して説明をする。
【０１４８】
　ＵＩＤカッティング装置２０は、大量に生産された同一の光ディスク１に対して、それ
ぞれ個々のユニークＩＤを追加記録する装置である。
【０１４９】
　ＵＩＤカッティング装置２０は、図１７に示すように、光ディスク１に対して通常の再
生時より充分高いエネルギのレーザ光を照射して、ＵＩＤを追記することができるピット
-ランド-ビットの追記パタンのランド部分を溶融させるＵＩＤライタ２１と、光ディスク
１に記録されている信号を読み出してピット-ランド-ビットの追記パタンの位置を検出す
るＵＩＤ検出部２２と、ユニークＩＤを発生するＵＩＤ発生部２３と、光ディスク１を回
転駆動する駆動部２４とを備えている。
【０１５０】
　ＵＩＤライタ２１では、ＵＩＤ発生部２３から発生されるユニークＩＤのビット列に応
じて、追記パタンに照射するためのレーザ光がスイッチングされる。ＵＩＤ発生部２３は
、例えばコンピュータなどに配置されている外部記憶装置から出力される変調済みのビッ
ト列である。
【０１５１】
　ＵＩＤカッティング装置２０では、駆動部２４が光ディスク１をゆっくりと回転させる
。このとき、レーザ光が光ディスク１の記録トラックに沿ってゆっくりとトレースされる
。その結果、ＵＩＤ検出部２２が記録トラック上の所定の位置のピット-ランド-ビットの
追記パタンを検出することができる。
【０１５２】
　ＵＩＤライタ２１は、ＵＩＤ検出部２２が追記パタンを検出すると、その真ん中のラン
ドの位置で、高出力レーザ光を照射する。ただしこの際、ＵＩＤライタ２１は、ＵＩＤ発
生部２３から発生されたビット値に応じて、レーザ光を発生するか否かをスイッチングす
る。つまり、検出した追記パタンにビット値“１”を記録するのであればレーザ光を照射
し、ビット値“０”を記録するのであればレーザ光を発光しないといったようにスイッチ
ングをする。
【０１５３】
　ＵＩＤライタ２１では、以上のように光ディスク１に設けられている複数の追記パタン
に対してビット値を記録する。このことにより、光ディスク１に対してユニークＩＤを追
加記録することが可能となる。
【０１５４】
　なお、光ディスク１に記録するユニークＩＤの情報量について考える。ユニークＩＤの
もともとの情報量が２０００ビットのであったとする。この情報はまず誤り訂正符　号化
回路によって、誤り訂正用のビットが付け加えられる。このような誤り訂正符号化回路の
例として、ＢＣＨ符号化のアルゴリズムを用いた回路が考えられる。このようにして、誤
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り訂正用のビットを有するたとえば３０００ビットのユニークＩＤが生成される。次に、
３０００ビットの変調を考える。ここでは、たとえば“０”を“０１”に、“１”を“１
０”に変換するという変調を考える。このようにすることで、ユニークＩＤは６０００ビ
ットとなる。
【０１５５】
　つぎに、ＵＩＤカッティング装置２０内のＵＩＤライタ２１及びＵＩＤ検出部２２の詳
細構成について、図１８を参照して説明をする。
【０１５６】
　ＵＩＤカッティング装置２０は、信号再生系３１と、追記パタン検出部３２と、書き込
み部３３とを備えている。
【０１５７】
　信号再生系３１は、光ディスク１からの再生信号に対してターゲットＰＲＭＬに等化し
、PRMLデータ検出を行うＰＲＭＬ等化回路４１と、ＰＲＭＬで検出された再生データ列に
対して１－７パリティ保存変調の復調を行う１－７ＰＰ復調回路４２と、１－７パリティ
保存変調の復調がされた再生データ列に対してエラー訂正処理を行うＥＣＣデコーダ４３
と、１－７パリティ保存変調の復調がされた再生データ列をエラー訂正処理を行わずに出
力させるバイパススイッチ４４とを備えている。
【０１５８】
　エラー訂正処理を行わずに信号再生系３１から出力された再生データ及びエラー訂正を
行った再生データは、例えば外部のコンピュータ等に出力される。外部のコンピュータは
、これらの再生データに基づき、ピット-ランド-ピットの追記パタンが含まれているＵＩ
Ｄ生成ビット列の位置を検出し、検出した位置を追記パタン検出部３２にフィードバック
する。
【０１５９】
　追記パタン検出部３２は、ＰＲＭＬ等化がされたデータ列と、外部コンピュータから出
力されたＵＩＤ生成ビット列の位置とが入力される。追記パタン検出部３２は、これらの
情報から、ピット-ランド-ピットの追記パタンの真ん中のランドの位置を特定するパルス
を発生する。
【０１６０】
　書き込み部３３は、乗算器４５と、レーザ駆動部４６とを備えている。
【０１６１】
　乗算器４５は、追記パタン検出部３２から発生されたランド位置を特定するパルスと、
ＵＩＤ発生部から発生されたユニークＩＤのビット値とが入力され、これらを乗算する。
【０１６２】
　レーザ駆動部４６は、乗算器４５から“１”の信号が入力されたタイミング（すなわち
、追記パタンのランドのタイミング位置であり、且つ、その追記パタンにビット値“１”
を書き込む場合）で、光ディスク１に対して高出力レーザ光を照射させる。それ以外のタ
イミングでは、通常の再生パワーのレーザ光を照射させる。
【０１６３】
　なお、ユニークＩＤを記録するため位置を検出するには、例えば、フィジカルクラスタ
部に先頭部分に特殊なビット列を記録しておく。ユニークＩＤを記録する装置に、この特
殊なビット列を記憶しておけば、ＵＩＤカッティング装置２０では、再生されたビット列
からパタンマッチするビット列を探索して、容易にこの位置を検出することができる。フ
ィジカルクラスタの先頭部分が検出されたあとは、所定のタイミングでレーザ照射のスイ
ッチングをさせるためのパルス信号を出力すればよい。パルス信号は、所定の照射領域に
対して対応する識別情報のビット値に応じて、レーザ照射をスイッチングする信号である
。このパルス信号のうち最初に発生するものは、アドレス情報を含まない最初のフレーム
で発生する。各フレームを構成するブロックの６１、６２番目のビットをレーザ照射でき
るように、識別情報のビット値に応じてスイッチングするような信号を作る。
【０１６４】
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　つぎに、ＵＩＤが追記されている光ディスク１の再生装置５０について図１９を参照し
て説明をする。
【０１６５】
　光ディスク再生装置５０は、図１９に示すように、光ディスク１を駆動する駆動部５１
と、光ディスク１から再生された信号に対して再生処理をする再生部５２と、情報処理部
５３と、ＵＩＤ検出処理をするＵＩＤ検出部５４とを備えている。
【０１６６】
　再生部５２は、光ディスク１からの再生信号に対してＰＲＭＬの等化及び２値化をする
ＰＲＭＬ等化回路６１と、ＰＲＭＬ等化された再生データ列に対して１－７パリティ保存
変調の復調を行う１－７ＰＰ復調回路６２と、１－７パリティ保存変調の復調がされた再
生データ列に対してエラー訂正処理を行うＥＣＣデコーダ６３とを備えている。
【０１６７】
　再生部５２は、通常の再生装置と同じ構成となっている。すなわち、再生部５２は、回
転駆動されている光ディスク１から図示略した読み取りレーザによって得られたピット、
ランド情報を元に得られた再生信号から、クロックを再生し、ＰＲＭＬ等化、１－７パリ
ティ保存変調の復調、エラー訂正処理を行い、光ディスク１に記録された情報を再生する
。
【０１６８】
　再生部５２により再生された情報は、情報処理部５３内のメモリ６５に一旦蓄積され、
外部に出力される。
【０１６９】
　ＵＩＤ検出部５４は、ＰＲＭＬ処理がされた再生データから、ユニークＩＤのデータ列
のみの検出を行うＵＩＤデコーダ８６と、ユニークＩＤのデータ列に対してエラー訂正処
理を行うＵＩＤ-ＥＣＣデコーダ８７とを備えている。
【０１７０】
　ＵＩＤ検出部５４は、通常の再生装置にユニークＩＤ検出用に付加的に設けられる回路
である。ＵＩＤ検出部５４は、ＰＲＭＬの等化及び２値化されたビット列を元に、ユニー
クＩＤが記録されている特別なフィジカルクラスタ部及びＤＣ制御ブロックを検出し、そ
のＤＣ制御ブロックの所定の位置に配置されている追記パタンの状態を検出する。ＵＩＤ
検出部５４は、追記パタンの状態が、ピット-ランド-ピットとなっているか、又は、全て
ピットとなっているかを検出する。ピット-ランド-ピットであれば例えば“０”、全てピ
ットであれば“１”と判断する。ＵＩＤ検出部５４は、ユニークＩＤが記録されている全
ての領域に対して以上の判断を行い、ユニークＩＤのビット列を出力する。
【０１７１】
　このような処理を行うことにより、ＵＩＤ検出部５４は、光ディスク１に記録されてい
るユニークＩＤを検出することができる。
【０１７２】
　なお、ユニークＩＤが記録されている特別なフィジカルクラスタ部を検出するには、例
えば、フィジカルクラスタ部に先頭部分に特殊なビット列を記録しておく。再生装置１側
でも、この特殊なビット列を記憶しておくことで、再生されたビット列からパタンマッチ
によってこのクラスタの先頭のビット列を探索して、容易にこの位置を検出することがで
きる。
【０１７３】
　光ディスク１の再生方法
　つぎに、ＵＩＤが追記されている光ディスク１の再生装置の他の実現例である再生装置
７０について図２０を参照して説明をする。
【０１７４】
　再生装置７０は、図２０に示すように、光ディスク１を駆動する駆動部７１と、光ディ
スク１から再生された信号に対して再生処理をする再生部７２と、情報処理部７３と、Ｕ
ＩＤ検出処理をするＵＩＤ検出部７４とを備えている。
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【０１７５】
　再生部７２は、光ディスク１からの再生信号に対してＰＲＭＬの等化及び２値化をする
ＰＲＭＬ等化回路８１と、ＰＲＭＬ等化された再生データ列に対して１－７パリティ保存
変調の復調を行う１－７ＰＰ復調回路８２と、１－７パリティ保存変調の復調がされた再
生データ列に対してエラー訂正処理を行うＥＣＣデコーダ８３と、１－７パリティ保存変
調の復調がされた再生データ列をエラー訂正処理を行わずに出力させるバイパススイッチ
８４とを備えている。
【０１７６】
　再生部７２は、通常の再生装置に対して、バイパススイッチ８４が設けられていること
が異なっている。バイパススイッチ８４は、通常の再生時には、ＥＣＣデコーダ８３から
出力されたデータ列を後段の情報処理部７３に出力し、ユニークＩＤの検出時には、ＥＣ
Ｃデコーダ８３によりエラー訂正がされていない状態のデータ列を後段の情報処理部７３
に出力する。
【０１７７】
　再生部７２により再生された情報は、情報処理部７３内のメモリ８５に一旦蓄積され、
通常の情報であれば蓄積された後、外部に出力される。
【０１７８】
　ＵＩＤ検出部７４は、情報処理部７３内のメモリ８５に蓄積されている再生データから
ユニークＩＤのデータ列の検出を行うＵＩＤデコーダ６６と、ユニークＩＤのデータ列に
対してエラー訂正処理を行うＵＩＤ-ＥＣＣデコーダ６７とを備えている。
【０１７９】
　ＵＩＤ検出部７４は、通常の再生装置にユニークＩＤ検出用に付加的に設けられるもの
である。ＵＩＤ検出部７４は、ハードウェアでも構成できるし、ＣＰＵ等で実行されるソ
フトウェアでも構成することができる。
【０１８０】
　ＵＩＤ検出部７４は、ＰＲＭＬの等化及び２値化され、１－７パリティ保存変調の復調
がされたビット列から、ユニークＩＤを記録するための追記パタンを生成するためのビッ
ト列（１２ビットのＵＩＤ生成ビット列）のデータ内容を検出する。ＵＩＤ検出部７４は
、１２ビットのＵＩＤ生成ビット列が、追記される前のデータ値（例えば、図１３及び図
１５の第１コラムの値）となっているか、又は、追記された後のデータ値（例えば、図１
３及び図１５の第４コラムの値）となっているかを検出する。検出した結果、そのＵＩＤ
のビットが“０”であるか“１”であるかを判断する。ＵＩＤ検出部７４は、ユニークＩ
Ｄが記録されている全ての領域に対して以上の判断を行い、ユニークＩＤのビット列を出
力する。
【０１８１】
　このような処理を行うことにより、ＵＩＤ検出部７４は、光ディスク１に記録されてい
るユニークＩＤを検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１８２】
【図１】本発明を適用した光ディスクを示した図である。
【図２】誤り検出コード（ＥＤＣ）のフォーマットを示す図である。
【図３】誤り訂正コード（ＥＣＣ）のフォーマットを示す図である。
【図４】ＢＩＳのフォーマットを示す図である。
【図５】フィジカルクラスタとリンキングエリアの関係を示す図である。
【図６】フィジカルクラスタのデータ構成を示す図である。
【図７】データフレームのデータ構成を示す図である。
【図８】ＤＣ制御ブロック内に設けたＵＤＩ生成ビット列を示す図である。
【図９】溶融する前の追記パタン及び溶融した後の追記パタンを示す図である。
【図１０】１-７パリティ保存変調の変調テーブルを示す図である。
【図１１】データフレームのフレーム同期信号を示す図である。
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【図１２】３Ｔ-２Ｔ-３Ｔの追記パタンを生成するためのＵＩＤ生成ビット列を示す図で
ある。
【図１３】３Ｔ-２Ｔ-３ＴのためのＵＩＤ生成ビット列を１－７パリティ保存変調してた
結果、これを復調した後の情報を表した図である。
【図１４】４Ｔ-２Ｔ-２Ｔの追記パタンを生成するためのＵＩＤ生成ビット列を示す図で
ある。
【図１５】４Ｔ-２Ｔ-２ＴのためのＵＩＤ生成ビット列を１－７パリティ保存変調してた
結果、これを復調した後の情報を表した図である。
【図１６】本発明を適用した光ディスクの製造方法のプロセスを示すフォローチャートで
ある。
【図１７】本発明を適用したＵＩＤカッティング装置のブロック図である。
【図１８】上記ＵＩＤカッティング装置の更に詳細なブロック図である。
【図１９】本発明を適用した光ディスク再生装置のブロック図である。
【図２０】本発明を適用した他の構成の光ディスク再生装置のブロック図である。
【符号の説明】
【０１８３】
　１　光ディスク、２０　ＵＩＤカッティング装置、５０,７０　光ディスク再生装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】 【図１０】
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